
犬

此
四
布

六
月

二
†

一
日
窮
三
碩
郵

便
物

認

可

【
毎
月

一
同

一
日

謎
行
}

曾 學濟 鯉:學;気圏帝i…都京

論 濟誤
號 天 第 春闘+気 節

馴

洗
　
ヂ

費

誓

D

費

直

D

受

功

生

て

コ　
　
く

イ
　
で

く

ヨ

　
ヨ

か

ロ

ロ

コ

社

倉

理

念

と
吐
.け

ギ
目
及
べ
て
)i

ト

ス

:

留

男

支
那
困
民
経
済
序
説

・

取

引
所

組

織

の
再

吟
味

・
…

:

・

焼

津

鰹
漁

業

に
於

け
る
船

仲

組

織

・
・

設

苑

輻
岡
藩

の
育
子
策

に
つ
い
て

…

貸
借
対
照
表
分
析

の
前
提
條
件

・
・

連

鎖
店
反
封
運
動

:

・

附

鋒

新
着
外
囲
経
済
稚
誌
主
要
論
題

(葉

輻

載
)

行 幾 日 一 月 五 年 痛 和 昭

・
渋
墨
博
士

神

戸

正

雄

麦

學
博
士

高

田

保

馬

文
學
博
士

米

田

庄

太

郎

大

土

末

廣

・
纒
訴
學
士

今

西

庄

次

郎

・
羅
評
學
士

岡

本

構

造

・
窪
涯
藩
士

本

庄

榮

治

郎

痙

満
塁
士

小

菅

敏

郎

・
樫
濟
學
士

谷

口

吉

彦



蜜

貸
借
対
照
表
分
析
の
前
提
條
件

小

菅

敏

郎

圓

企
業

の
作
成

し
た

る
廣
義

に
於
け

る
貸
借
対
照
表

の
計
数
項

目
を
置
換
、
分
解

、
綜

括
集

中

の
方

法
に
依

っ
て
整
頓
し
、
此

れ
に
統
計
的
研
究
方
法
を
用

ひ
、
或
は
比
率
算
定
若

し
く
は
綜

合
的
推
断

の

方
法
に

依

っ
て
、
企
業

の

繧
聾
経
済
的
諸
關
係

ゆ
　

を
判
定

せ
ん
と
す

る
研
究
が
所
謂
貸
借
対
照
表
分
析

研
究
で
あ

る
。
近
時
貸
借
対
照
表
が
経
管

の
経
済
性

、
流
動
性

、
確
實
性

若

し
く
は
牧
往
性
確
定
等

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
盛
ん
と
な
る
に

從

っ
て
、
此

の
研
究

は
會
計
學

0
慮
用
部
門

と
し

て
、
又
経
管

経
済
學

に
毀

し
て
重
要
な
る
材
料
を
提
供
し
得

る
も

の
と
し

て

最
も
重
要
視

さ
れ
、最
近
長
足

の
進
歩
を
示
し
て
居

る
。
乍
然

、

企
業

の
経
螢
経
済
的
詰
開
係
を
判
定
す

る
爲

め
に
利

用
し
得

べ

き
殻
果
多
き
貸
借
封
照
表
分

析
は
、
種

々
の
前
提
條
件
を
満

た

さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
、
其
筈
前
提
條
件
が
満
た
さ

れ
な

い
場

合
に
は
、
全
く
貸
借
対
照
表
分
析
を
敷
果
な
き
も

の
と
す

る
か

貸
借
封
照
表
分
析
の
前
提
傑
件

或
は
貸
借
封
照
表
分
析

の
結
果
を
弱

め
又
は
制
限

を
す
る
こ
と

に
な

る
。
斯
か
る
前
提
條
件

に
は
種
々
な
る
も

の
が
考

へ
ら

れ

る
が
本
質
的
に
は
次

の
五

つ
を
考
察
範
團
に
入

れ
る
こ
と
が
出

　

　

来

る
。即
ち

一
貸
借

封
照
表
分
析

の
技
術
的
な
る
前
提
條
件

,
二

(

(

貸
借
対
照
表
分
析
者

の
個
性

に
關
す
る
前
提
條
件

、
三

「
般
的

)
(

な

る
景
気
及
び
特
殊
螢
業
部
門
に
就

て
の
認
識

、
四
技
術
的
な

(

　

る
認
識
並
び
に
五
補
充
的
、
解
明
的
、
露
結
的

.
比
較
的
材
料

是

で

あ

㍉

本
論
に
於
て
は
上
記
五
つ
の
前
提
傑
作
を
中
心

と
し

て

一
般

的

な

る
考

察

を
試

み

る
で

あ
ら

う
。

二

卓
越

し
た

る
貸
借
対
照
表
分
析
者
は
、
各

々
の
貸
借
対
照
表

よ
り
あ
ら
ゆ

る
も

の
を
抽
出

し
て
、
企
業

の
経
管
経
濟
的
諸
關

係
を
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
貸
借
対
照
表
は
如
何

な
る
場
合

に
於

て
も
、
共

の
内
容
形
式
が
貸
借
対
照
表
分
析

に

封
し

て
直
接
的

に
適
す
る
や
う
に
は
作
成

さ
れ

て
居
な
・い
。
蓋

し
、
公
開
さ
れ
て
居

る
貸
借
射
照
表
は
屡

々
商
業
的
計
算
制
度

に
於
け

る
慣
習

に
依

っ
て
作
成
さ
れ
た
り
、
他

の
特
別
な
る
目

的

の
記
述

の
爲

め
に
、
或
は
法
律
上
の
規
定
に
從

つ
で
作
成
さ

第
三
十
四
巻

八
二
五

第
五
號

一
四

一

1)leCoutre,PraxisderDilanzlcr董tik.x926,lyd,1,S.84/1Z3;拙 稿 、 濁 逸 に 於

け る経 管 分 析 方 法(経 螢 と経 濟 、 第 二 巻 第 四 號)及 び 米 国 に 於 け る貸 借 対 照

表 分 析 方 法(企 業 経 管 、 第 六 巻 第 一 號)参 照。
2)此 の 研 究 に封 ず る名 構 は 學 者 に依 っ て 異 るDWa1!,Gil皿an,Guth!nann氏 寺

は財 政 表 分 析(TheAnalysisofFinanci[し1Stal:emenしs)と 呼 び 、Schmaltz,

Gerstner氏 等 は 縄 管 分 析(Betriebsana.lyse)と 言 ひ 、leCoutre氏 は 貸 借 野 照 表



貸
ハ借
封
願
主武分
析
の
前
提
條
借

れ
る
か
ら

で
あ
る
。
從

っ
て
、
分
析
者
は
其

の
材
料
と
し
て
探

っ
た
貸
借
対

照
表
を
自
己

の
目
的
に
適
合
す

る
や
う
な
形
式
に

置
換

(q
5
。膝[①=
暮
αq
)
せ
ね
ば
な
ら
な

一
。
其
が
爲

め
に
は
貸
借

対
照
表
項
目

の
内
に
綜
括
さ
れ
て
居

る
も
の
を
内
容
的
に
考
察

し
て
此
を
分
解

(N
①二
①
09
5
σq
)
す

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
例

へ
ぱ
貸
借
封
照
表
土
に
有
僧
謹
徐
な
る
項
目
が
あ
る
場
合
に
、

,分
析
目
的
が
企
業

の
確
實
性
判
定

に
あ
り

と
す

れ
ば
、
其

の
項

目

は
そ

の
疵

玉
考
察
材
料

と
し

て
使
用

す

鳥
如
と
は

出
來
な

い
。
蓋
し
、
有
償
證
券

の
内
容
が

[
時
的
放
資
を
意
味
す

る
か

或
は
経
螢
参
加
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
か
ら

で
あ

る
。
從

っ
て
、
項
目
内
容

の
分
解

、
他

の
項
目

へ
の
附
加

を
麗

し
て
此
を
適
當

に
置
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此

の
置

換
が
完
全
に
行
は
れ
て
初
め

て
貸
借
対
照
表
は
分
析
者
に
射

し

て
正
當
な
る
圖
象

を
示
し
、
此
に
依

っ
て
、
問
題

と
な
る
項
目

を
實
際

に
理
解

す

る

}
覧
を
得

る
爲

め
の
基
礎

が
與

へ.ら
れ

る

の
で
あ
る
。
斯
く

の
如
く

}
方

に
於

て
は
項
目

の
分
解
を
行
ふ

と
同
時
に
、
又
他
方
に
於

て
は
貸
借
対
照
表
項
目

の
綜
括
集
中

(N
ロ。。ρ
置目ヨ
Φ=
砕
。。。。琶
巴

を
爲
す

こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
公
示
さ

第
三
+
四
巻

八
二
六

第
五
號

一
四
こ

れ
て
居

る
貸
借
対
照
表
に
於

て
は
無
駄
な
ほ
ど
豊
富
に
、

一
定

の
個
人
的
な
る
目
的
及
び
商
業
的
計
算
制
度

の
偶
然

か
ら
綜
括

一
集
中
が
爲

さ
れ
て
居

る
。
此

の
綜
括
集
中
は
財
産

の
性
質

、
流

一

動
性
、
葎

的
關
係

・
依

・
よ
　

、
財
産

の
機
能
、
.種
類

及

「

び
危
険
に
依

っ
て
爲

さ
る
ミ

あ
る
.
而

・
て
、以
上

の
申
・

財
謹
の
機
能
に
依
る
綜
括
集
中
は
、
實
際
上
は
経
螢
に
向
け
ら

れ
た
る
財
磨

芒

}、
の
み
問
題
と
な
り
、
財
産

の
難

及
び

危
険

に
依
る
綜
括
集
中
よ
り
も
翼
翼
覗
寝
れ
、從

っ
て
、経
螢
技

術
的
な
る
機
能
に
依
る
綜
括
集
中
奮

欝

照
表
分
析
に
は
必

要
と
な
る
。

一.
・
弓

長

の
提
案
す
る
貸
借
封
照
表
借
方
側

の

の
綜

括

集

中

は

、
企
業

財

産
を
設
備

財
産

(〉
三
碧
αQ
①
ぐ
o
毒

α
09
①
こ

と
取
引

財
肇

¢
コ
・叢

　

・.9

σ・
旦

と

に
篤

し

、
前
者

を
夏

に

　↑

直

接

的

な

る

技

術

的

生

産

目

的

に

野

す

る
財

産

(<
。
§

£

招

ヨ
『
冒
=
=
忌
【㊦
ぎ
糞
①
8
0
ず
三
g。0
7
0

})5
窪
目
貯
す

日。。,げ
N
'く
.
芝

一同房
o
一襲
ー

ラ

鵠
。。N
、、、⑦
。
犀
Φ
)
、

に

参

興

財

産

(}W卑
。
旨
αQ
塁

αq
㏄
<
①
臥
閣6
αq
⑦
ロ
罵

∋

肚

ぐ

會

的

目

的

に
封

ず

る
財

産

.(く
9
日
α
σq
①
ロ

ヨ
『
8
N
闘巴
①
N
毛
ω
興

ε

　

及
醤

計
算
項
旦

薯

曇

・
葺

】島

。
.・豊

に
分
ち
・
後
者

ラ

を
更

に
↑
支
彿

取
引

生

産

の
爲

め

の
財
産

(〈
。
・≡
α
吋
9
。・
臣
「
缶
。

螺 岬 撚 鵡 ・艦 鵬 貸借蜘 ・購 論(研究・資料・第 號)
3)工 じCoutfe,且.a.0.S.75・ 】∋d.1.

4)1・C・ut・e・ ・…0・S・85/9[,Bd.1.

5)leCoutre,a.a.O,S,58/59.Bd.11,

.
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く
.

　

〉
げ
日
。
箆
喜

αq
畠
田

N
書

冨
5
㈹
ω
話
詩
①
『冨
巴
、

二
信

用

賦

與

目

的

(

の
爲

め

の
財

産

(<
2
ヨ
α
σQ
9

ヨ
『

象
o
N
乏
①
6
犀
ゆ

ユ
Φ
「

内
「o
〔葺
-

　

αQ
9
'幽
ぼ
口
口
αQ
)
、
三
商

品
取
引

目
的

の
爲

め

の
財

産

(<
2
∋
～蒔
o
コ

(

　

津
『

き
=

タ
、鴛
8

=
ヨ
ω
p
且

、

四

金
融

目

的

の

爲

め

の

財

産

(

　

?
、①
【ヨ
霞

窪

「葺

国
営
壁
副N
す

ロ
コ
噸
N
蓄

6
ぎ

)
及

び
五
計

算
項

目

く

に
分

っ

て
居

る
。
資

本

の
綜

括
集

中

は
自
己

資
本

(企
業
圭
資
本
∀、

他

人
資
本

(
債
槽
者
資
本
)
叉

は
長

期
負

債

、
短

期
負

債

.
帥

時

負
、億

載

は
旛

保

付
負
.債

、
無
権

保

付
負
.債

に
依

る
よ
り

も

、
資

本

の
源

泉

、
機

能

、
危

険

、
期
限

、

法
律

的
性

質

及
び

そ

れ
等

の
も

の
が
惹

起

せ

し
費

用

に
依

っ

て
爲

さ

る
べ
き

で
あ

る
。

而

し

て
馬
以
上

の
申

、
資

本

の
源

泉

、
機

能

に
依

る
綜

括
集

中

が

他

の
も

の
よ
り

重

要
視

さ

る

べ
き

こ
と

は
財

産

の
場

合

と
同

じ

の

で
あ

る
。
一①
O
。
三
『①
氏

の
示
す

貸

借

封
照

表
貸
方

側

の
綜

括

ラ

　

集

中

は

、
企
業

資

本

を

「
基
本

資
本

(9

.ロ
呈

す
冒
曲見

)
.
二
積

(

(

ラ

　

立
金

(戸
①
・・①
「<
Φ
ロ
)
、
三
利

益

(O
Φ
'葺

ε

、
四
帖

簿
負

債

(切
霧

7

て

　

ド

　

　

㏄O
ず
三
ユ
①
コ
)
、

五

銀

行
負

債

(瞬
ぎ

『
。DO
7
三
二
〇
昌
)
、
六

商

品

負

債

(

(

ラ

ラ

(朝

㊤
「①
蕊
。
7
三
八♂
ロ
)、
七

手

形

負

債

(～<
o
卑

。。駐

。
げ
三
号

D
)、
八

借

入

(

(

　

金

〔O
節
二
窪

。。筈

三
号

昌
)
、
九

證

券

負

債

(O
び
轟

録

。
話

語

。
げ
目
一審

コ
)

(

「

一

貸
借
…罫
昭
公
衰
分
四折

の
前
提
梅
肺件

　

及

び
十
抵
當

負
債
に
駕
し
て
居

る
。
.

(

・
斯
く

の
如
く
、
貸
借
対
照
表
を
分
析
し

て
企
業

の
経
螢
経
済

的
詰
開
係
を
判
定
す
る
場
合

に
は
、
貸
借
対

照
表

に
就

て
詳
細

な

る
こ
と
を
知
り
、
此
に
依

っ
て
項
目
を
分
析
者

の
目
的
に
最

も
適
合
す
る
や
う
に
整
頓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
乍
然

、
鹸

り
に
簡
軍
に
整
頓
す

る
こ
と
は
勿
論
避
く

べ
き
で
あ
り
、
同
時

に
僅

か
な
項
目
に
基

い
て
合
成
さ
れ
た
る
貸
借
対
照
表
を
分
析

'

:
睾
"

ζ

."

一

口
-抄
.

す

ζ
こ
と
は
退
く

へ
き

て
庭
ち
う

貸
借
封
照
表
分
析

の
技
術
的
前
提
條
件

の
次

の
問
題
は
評
償

方
法
で
あ
る
。
評
償
方
法
に
就

て
は

、
各
国

に
於

て
は
、
何

れ

も
、
法
律

に
於

て
は
客
観
的
立
場
よ
り
し
て
費
却

償
値
に
依

る

べ
き
を
原
則

と
し

て
居

る
。
乍
然
、
理
論
と
し

て
は
、
企
業
自

身

の
主
観
的
立
場
よ
り
其

の
主
観
的
使
用
償
値

に
基

い
て
行
は

の

る
べ
き
で
あ

る
と
の
+工
張
も
成
立
す
る
。
從

っ
て
、
法
律
が
共

の
方
法
を
形
式
的
に
統

「
し

て
も
、
共

の
實

質
は
企
業
自
身

の

主
観

に
依

っ
て
左
右
さ
れ
共

の
内
容
を
多
種
多
様

の
も

の
た
ら

の

し

め

る
。
文
献

に
於

て

示

さ

れ
る

評

償
原

則

は

傳

統

の
原

則

((ざ
〇
二

>
8
0
口
三
身
あ

噂
「ρ
。
膏

。
∵
勺
彦

N
[℃
希

『
⊂
σ
豊

蚕
。
「=
轟

)

第
三
十
四
巻

八
二
七

第

五
號

一
四
三

6)leCoulre,a.a.Q.S.68,Bd.II.

7)同 じ こ とが 損 益 計 算 表 に 就 て も い へ る。 損 益 計 算 表 は1)総 取 引(Umsatz)・
2)総 利 益…IRohgewinn)・3)螢 業 利 益i(Gescha『tsgewinnノ'4)純 利 盆…(Reingewinn)

(Schmaltz,『Betrieb5一及 び5)繰 越(Ueberschuss)よ り構 成 さ る べ きで あ る。
aualyse・1929・S・57[・

8)上 野 博 士 、 貸 借 封 照 表 論 、 エ63/168頁



貸
借
封
照
美
分
析
の
前
提
候
件

貴
明
の
原
則

(C
o
n
s
e
rv
a
tiv
e

P
rac
tic
e
;

P
Jinz
ip

d
et
又
ea)･

isntio
n
)'
最
低
慣
値

の

原

則

へM
o
sE
c
o
n
s
e
r
蔓
]

'vc

P
Ja
c

t]
ce.

Co
s
t
o
r

M
e

rkc
=
1
rh
ie
he
v
e
.･
lS
]OW
e

.I
;
P

.i
nZ
i
p
,7cr
N

i
e
(

7･

ers
w
el
Les)'
損

益
計

算

の
原
則

(P
I.ill/.TP

He
r
E
Jfo
Tg
szut
c
･

ch
nun
g
)､時
間
頂
値
の
原
則

tP
li.】zlp
(ler
Z
elLw
e
rtes)､
虞

賓

の原
則

(P
JinzIP
d
el･
W
iI
Tn･h
e】【)
及
び
不
壁
.評
債
の
原
則

へP
lillZip
d
e
r

u･･･L･,e1g
r
lC]erten
P
,
2･･･;ail-L･u品
S

gi･LirlLIs
抑
tz
e
)
の

七

肘

削

.で
あ

る
が
.
贋
際

上

7
縦
に
川
ひ
ら

れ
桟
の

は

僻
靴

の
旅

則
又
は
用
心
の
原
則

(
P
r

i
n

z
ip

(le.
V
.rsich
こ
で
あ
-

､

財
産

を
過
大
視
す
る
よ
り
も
用
心
探
-
過
小

に
評
慣
す
る
｡
礎
っ
て
､

財
産
状
態
は
貸
借
財
照
夫
に
低
-
表
示
さ
れ
'
其
の
結
果
と
し

て
低
き
利
益
が
琴

不
さ
れ
て
居
る
.
斯
-
の
如
き
知
識
の
み
に

て
は
充
分
で
は
な
い
｡
蓋
し
評
償
方
法
は
負
債
に
も
及
び
'
共

他
個
々
の
項
目
が
差
異
的
な
る
評
慣
要
素
を
有
L
t
同
時
に
評

僧
方
法
は
屡
々
利
麓
分
配
政
策

(G
eノ′ふnnveJteitungspD
ti
ti一二

な
る
を
以
っ
て
､景
気
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

｡

貸
借
封
照
衰
分
析
は
､既
は
述
べ
た
る
如
-
'自
己
目
的
で
は

な
-
し
て
企
兼
の
経
営
経
済
的
讃
闘
聯
の
認
識
手
段
で
あ
る
か

第
三
十
四
巷

八
二
八

第
五
鍍

一四
四

ら
'
貸
借
封
照
表
の
性
質
､

即
ち
.
本
質
を
坪
解
す
る
こ
と
は

分
析
者
に
と
っ
て
蚕
要
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
を
侍
た
な
い
｡
換

言
す
れ
ば
'
貸
借
封
照
表
は
分
析
者
の
人
格
及
び
其

の
使
用
さ

れ
る
事
情
と
は
牌
係
す
る
こ
と
な
く

直
接
に
其
の
本
質
に
適

度
す
る
職
能
を
有
L
t
他
の
職
能
を
満
た
す
矯
め
に
は
そ
れ
は

補
助
手
段
と
し
て
相
ひ
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
'
此
の
噂
に
は
其

の
本
質
と

7
致
し
な
rS
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
o
碓
氷
誼

朋
T.U
れ
る
貸
借
酎
収
載
の
伸
男
は
第

l
に
は
静
腰
的
の
も
の
で

あ
っ
て
'
貸
借
射
撃
衣
は

7
企
業
若
し
-
は
経
営
の

7
定
時
に

於
け
る
財
産
資
本
の
合
成
で
あ
-
'
第
二
に
は
慣
値
記
載
で
あ

り
､
琴

二
に
は
勘
定
の
説
明
及
び
計
算
の
形
式
的
な
る
も
の
と

さ
れ
て
居
る
が
'
貰
際
上
に
於
て
は
'
貸
借
封
照
表
は
壬
と
し

て
損
撮
調
査
に
利
用
せ
ら
れ
る
も
の
1
如
-
で
あ
る
｡
蓋
し
､

損
益
は
通
常
取
引
の
結
児
で
あ
り
､
従

っ
て
其
の
結
果
は
財
産

資
本
に
於
け
る
轡
化
の
中
に
儀
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
.
乍
然

斯
-
の
如
-
損
益
を
利
益
と
損
失
と
の
計
算
と
し
て
考
察
せ
ざ

る
と
き
は
'
其
の
計
算
は
慣
値
襲
動
よ
り
の
残
高
又
は
合
計
の

み
を
考
察
し
､
償
値
挙
動
自
膿
を
考
察
せ
ざ
る
紋
鮎
が
あ
る
｡

9) Schmallz･Bilanz-undI;etrlebsa'lalyselnAme'･Lk孔,Ⅰ97･7･S･63/1541,Schmal.en･
1}ach.DynamischeBilat一之,t926;Monlgomery,AudltJngtheoryandp1-aCtlCe,
Ⅰ923･

Zo) 損金成立の期間に於て姐希を計算する主義であるo
tり 費用債値以下に下落せる市場慣値に於ては最低慣値の原則に従ひ､より高 き
市場慣値に於ては損益計算の原則†こ依 る重義 であるO



近
時
に
於
け
る
貸
借
封
照
表
畢
説

(BiJanzth
e
o】ien)は
此
の
貸

借
封
照
表
の
本
質
を
明
に

する
虜め
に
生

じ
た
論
争
で
あ
る

が
'
立
に
は
貸
借
封
照
表

の

性
質
を理
解

す
る
こ
と
が
分
析
者

に
と
っ
て
重
要
な
る

鮎
な

る

こと
を
附
言

す
る
に

止
め
る
｡

三

企
兼
の
経
営
経
済
的
諸
関
係
を
認
識
す
る
麓
め
に
P
貸
借
卦

照
表
を
理
解
し
分
析
す
る
者
に
と
つ
て
は
p
最
も
正
確
に
貸
借

封
贋
表
技
術

(T
e
ch
n
ik
d
er
B
iTa
nz)
を
知
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
,U

と
は
既
に
越
?(.
於
｡
乍
炊
.3､
鄭
-
の
揚
分
に
陀
L
･.故
山
か
L
,a

然
り
と
言
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
｡
貸
借
封
周
表
は
如
何
に
し
て

成
立
す
る
か
を
知
ら
な
い
者
'
又
は
勘
定
計
算
よ
り
蹄
結
す
る

技
術
的
な
る
特
性
を
知
ら
な
い
者
に
は
､
貸
借
封
照
表
の
項
目

が
不
明
と
な
-
'
従
っ
て
､
慣
値
修
正
項
目
'
損
益
調
節
項
員

及
び
純
相
殺
項
目
に
裁
て
も
亦
同
様
で
あ
る
｡
斯
か
る
者
に
は

僧
令
貸
借
封
腰
表
項
目
が
整
頓
さ
れ
て
も
'
此
の
計
数
的
材
料

を
使
用
し
て
其
の
背
後
に
潜
在
せ
る
経
営
経
済
的
基
本
脚
係
を

捕
捉
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡
故
に
貸
借
封
腰
衣
分
析
者

は

一
般
的
な
る
麿
済
状
態
の
知
識
'
特
に
充
分
な
る
経
済
的
な

貸
借
野
照
表
分
析
の
前
提
傑
件

る
感
受
性

(E
m
pBndung
)
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
換
言
す
れ

ば
'
貸
借
封
旧
蓑
上
の
計
数
は
種
々
な
る
方
面
よ
り
計
算
さ
れ

た
る
も
の
で
あ
り
'
経
済
上
賓
際
上
の
意
哉
毎
る
利
用
性
に
乏

し
-
､充
分
な
る
経
済
的
な
る
感
受
性
な
き
者
は
'此
等
計
数
よ

り
本
質
的
な
る
も
の
を
輔
捉
し
企
業

の
長
所
短
所
を
蔑
見
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡
此
の
外
に
倍
貸
借
封
照
表
分
析
者
は
結

至

K
om
bina
tion)
の
才
能
を
持
た
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡
此
の
才
能
収

依
っ
て
分
析
者
は
貸
借
封
照
夫
作
成
者
が
未
解
決
社
希
望
し
て

te
ie
r
u
n
g

)

を
解
決
せ
し
め
る
｡.
乍
允
､
上
述
せ
る
貸
借
封
原

義
技
術
'

感
受
性
及
び
結
合
才
能
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
必
要

な
る
4
.の
で
あ
る
か
と
云
ふ
鮎
に
裁
て
は
説
明
し
難
い
所
で
あ

る
が
'
絶
え
ず
貸
借
封
照
表
を
理
解
す
る
練
習
を
為
す
こ
と
は

此
等
の
才
能
を
す
る
ど
-
す
る
も
の
皇

三

こ
と
が
可
能
で
あ

ら
う
｡
何
ん
と
な
れ
ば
'
多
-
の
場
合
に
於
て
'
貸
借
封
照
表

の
化
粧
は
財
産
'
資
本
及
び
損
益
に
於
け
る
不
均
衡
と
し
て
示

さ
れ
る
朗
の
個
々
の
財
産
資
本
構
成
部
分
並
び
に
損
益
の
位
置

を
愛
東
す
る
こ
と
に
依
っ
て
残
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

琴

11十
四
巷

八
二
九

第

五
瀕

7
四
五

Scl一malenbacb丘に償って言はれる比較 7:)原則 (;rundsatzderVergleichbarkcit
の立堤vC於ける評債である｡
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貸
借
野
照
表
分
析
の
前
提
條
件

、
貸
借
対
照
表
分
析
は
上

に
述

べ
た
る
が
如
き
諸
條
件
を
必
要

と
す

る
外

に
、

一
般

に
景
気

の
経
過
若

し
く
は
貸
借
対
照
表
作

成
日

(じ⇒
蕾
コ
錺
膏
葺
超
Φ)

の
経
濟
状
態
を
充
分
洞
察
し
得
る
才

能
を
必
要

と
す
る
外
、
螢
業
部
門

に
關
す
.る
慣
習

の
正
確
な

る

知
識
を
必
要
と
す

る
。
蓋

し
、
螢
業
部
門

の
特
別

な
る
経
済
歌

・

態
は
貸
借
封
照
表

項
目
に
關
保
す

る
所
大
な
る
も

の
あ
る
に
俵

物

る
か
ら

で
あ
愚
。

剛o
P
着
富

民

に
依

れ
ば
、
猫
逸

に
於
け
る

醸
造
業
者
は
通
常

ビ
ー

ル
の
販
費
を
確
保
す
る
爲

め
に
旅
館

の

主
人

に
現
金
貸
付
叉
は
抵
當
貸

付
を
行
ひ
、
或
は
族
館
を
自
ら

管
理
す

る
。
從

っ
て
、
工
業
的
企
業

に
と

っ
て
は
貸
借
対
照
表

借
方
に
抵
當
貸
付
な
る
稀

れ
な
る
項
目
が
表
は

れ
、
全
く
固
定

せ
し
設
備
財
産
を
示
し
、
若

し
此

の
項
目
が
な

い
場
合
に
は
、

此

の
貸
付
を
爲

さ
な

い
か
或

は
債
檬

の
中
に
於

て
計
上

さ
れ
て

居

る
か

の
何

れ
か
で
あ
る
と
推
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
斯
く

の
如
く

一
つ
又

は
他

の
貸
借
野
照
表
項
目

の
特
殊

の
、
即
ち

}

般
規
則
に
対
立
す
る
内
容
を
有
す
る
項
目

の
整
頓
は
替
業
部
門

の
特
性
を
知
ら
ね
ば
理
解

し
得

な
い
。
乍
然

、
貸
借
射
照
表
分

析
に
射
し

て
深
く
各
膏
薬
部
門

の
特
性
を
知

る
必
要

の
な

い
こ

第
三
十
四
巻

八
三
〇

第
五
號

一
四
六

と
は
勿
論

で
あ
る
。

一
企
業

の
貯
蔵

品
、
完
製
品
、
原
料

に
關

し
て
の
在
高
を
批
判

せ
ん
と
す

れ
ば
、
當
該
菅
業
部
門

の
季
節

は
何
時

で
あ
る
か
、
此
の
商
品

の
販
費
は
通
常
如
何

に
し
て
行

は
れ
る
か
或

は
債
灌
は
何
時
同
校
さ
れ
る
か
、
此
の
部
門
に
於

け
る
引
受
取
引
は
如
何
な
る
程
度
が
普
通
で
あ
る
か
等
を
知

れ

・

ぱ
葬

で
あ
ら
地

盤

の
婁

部
門
の
粒

を
理
解
す
蓉

何
時

に
、當
該
部
門
に
謝
す
る
披
.術
的
な
る
知
識
を

必
,要
と
す

る
。

此

の
爲

め
に
瞥
業
報
告
書
、
取
引
所
上
場
見
込
書

、
総
會
報
告

等
を
利
用
し

て
典
型

的
な

る
製
造
設
備
を
其

の
重
要
性

に
於

て
、

叉
は
共

に
必
要

と
さ
れ
る
費
用
の
支
出
に
於

て
認
識
批
判
せ
ね

ば
な
ら
な

い
。
例

へ
ば
、
醸
造
業
者

の
貸
借
対
照
表
を
分
.析
す

る
者
は
其

の
企
業

に
於
け

る
生
産
期
限
、
個

々
の
技
術
的
な

る

設
備
、
其
等

の
相
互
關
係
等
を
理
解

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

「
貸

借
対
照
表
分
析
者

は

経
済
人

で
あ
っ
て

技
術
者

で
は
な

い
。」

董

§

互

pぎ

二

・・
二

く
一基

。
}・葺

。
・』

受

.一'・
。
甲・三
富

)
と

思

っ

て
は
な
ら

ぬ
。

貸
借
対
照
表
分
析

は
、
後

に
運

ぶ
る
が
如
く
、

}
企
業

の
貸

借
対
照
表
を
當
該
企
業
に
於
け

る
過
去
の
貸
借
射
照
表
、
或
は

13)leCoutre・a・a・0.S.So/81,Bd.1.

置4) 此 の 錨 に 就 て はSchmaltz,a・a・0・S・39/42;LeCQu1:rc,島 町0 .S.37,Bd.

11;Bしrlinしr,DerRhythmusderUnternehmun;anddie∫ahre5bilanz,Z.f.

Handelswiss卵schaftu・Praxis,17,Jah79・Igl・ 』 た1・102;拙 稿
、 貸 借 対 照 表分 析 論 策

四 節 参 照



同

一
螢
業
部
門

の
他

の
企
業
の
貸
借
齢

…表
と
比
較
す
る
こ
と

に
依

っ
て
充
分

の
敷
果
を
塞
・げ
得

る
の
で
あ
り
、
從

っ
て
景
気

の
経
過
を
理
解

す
る
こ
と
を

必
要
と
す

る
。
現
今
各
国

に
於

て

公
表
さ
れ
て
居

る
経
済
統
計
は

一
九

=
二
年

(大
正
二
年
)
叉

は

一
九

両

年
(大
正
三
年
)
を
肇

年
度
と
す
る
み

が
多
脳
・

四

貸
借
対
照
表
分
析
は
貸
借
対
照
表

の
み
を
以
っ
て
し
て
は
充

分

に
爲

し
得
な

い
。
蓋

し
h
貸
借
射
照
表
に
提
供
さ

れ
た

る
材

料
は
完
登
に
利
用
し
得
歎
く
、
叉
廼
常
貸
借
謝
昭
…表

に
提
供

さ

れ
た

る
計
敏
的
材
料

の
み
に

て
は
、
企
業

の
本
質
的
な
る
諸
關

係

の
完
全
な

る
姿
を
捕
捉
し
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
、

實
際
上

の
目
的
に
償
値

あ
る
貸
借
封
照
表
分
析

は
通
常
其

れ
に

慮
じ
た
範
園

の
補
充
材
料

(団
巨魁
雪
暮
σq
。・日
毘
①『芭
)、解
明
材
料

(卑
賎
巳
2
昌

αq。・日
g
①
「『
一)、
締
結
材
料

(ω
。三
密
。。巴
日
韓
Φ討
ご
及

び
比
較
材
料

(く
。色

①
8
ず
。。ヨ
固
[。二
㊤
ご
を
要
求
す

る
。
補
充
材
料

と
は
調
達
償
値

に
關
す

る
材
料
及
び
個

々
の
財
産
構
成
部
分

の

量
的
在
高
に
就

て
の
材
料
、
取
引

、
費
用
、
勢
働
者
等

に
關
し

て
の
報
告
、
換
言
す

れ
ば
、
財
産
貸
借
封
昭
…表
及
び
損
益
計
算

貸
借
対
照
表
分
析

の
前
提
傑
件

表
に
表
は
さ
れ
て
居

る
所

の
償
値
並
び
に
量
に
關

し
て
の
練

て

の
報
告
を

い
ひ
、
解

明
材
料
と
は
個

々
の
財
産

の
量
及
び
調
達
「

償
値
に
就

て
の
報
告
、
換
言
す
れ
ば
、
個
々
の
貸
借
対
照
表
項

目
の
批
判
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
役
立
ち
叉
は
役
立
ち
得

る
も

の
玉
線

て
を
指
し
、
締
結
材
料
と
は
他

の
経
螢
に
於

て
通

常
袈
當

の
も

の
と
し

て
根
底

に
な
け

れ
ば
な
ら
す

、
且
つ
多
く

の
貸
借
対
照
表

の
償
値

を
解
く

に
役
立

つ
所
の
個

々
の
場
合
よ

り

の
個

々
の
報
告
を

い
ひ
、
比
較
材
料
と
は
當
該
経
菅

の
前
期

の
貸
借
鉗
照
嶽
及
び
當
該
企
業
と
鏡
帯

の
地
位

に
あ
み
企
業

の

貸
借
封
照
表
を
構
す

る
の
で
あ
る
。
補
充
及
び
比
較
材
料
は
自

己
経
螢

に
關
す

る
限
り

に
於

て
は
、
原
則
と
し

て
、
分
析
者
が

経
管
内
部
關
係
者

で
あ
る
所

の
内
部
的
貸
借
対
照
表
分
析

の
際

に
用
ひ
ら
れ
る
。
乍
然

、
補
充
及
び
比
較
材
料

は
若
干
の
骨
折

を
爲
せ
ば
入
手
す

る
こ
と
が
出
来

る
。
帥
ち
,簿
記

、統
計
其
他

の
記
録
並
び
に
且
ハ
れ
に
慮
じ
た
方
法
に
依

っ
て
把
握
出
來

る
。

反
之
、
他
人
経
菅
よ
り

の
比
較
材
料
は
各

々
の
外
部
的
貸
借
対

照
表
分
析

に
於
け
る
が
如
く
、
外
部

よ
り
捕
捉

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

分
析
者
が
経
螢
局
外
者

で
あ
る
所

の
外
部
的
貸
借
対
照
表
分
析

第
三
十
四
巻

八
三

一

第
五
號

一
四
七

・5)Schmalt・ …a・0・S.46/斗7・



貸
借
封
.照
表
分
析
の
前
提
條
…件

は
常
に
貸
借
対
照
表
分
析
に
必
要
な
る
補
充
材
料
.
比
較
材
料

を
補
助
手
段
に
依
っ
て
得
て
居
る
。
實
際
上
行
は
れ
る
貸
借
対

照
表
分
析
の
大
部
分
h
否
、
殆
ん
ど
総
て
は
外
部
的
貸
借
対
照

の

表

分
析
で
あ
鵜

、
此

の
場
合

に
於

て
は
、
分
析

は
多
く
は
螢
業

報
告
書
な
き
新
聞
紙

に
掲
載

さ
れ
た

る
貸
借
封
照
表
を
材
料

と

し
・て
行
は
れ
る
が
、
螢
業

報
告
書
は
多
く

の
場
合
に
於
て
非
常

に
慣
値
…多
凌
報
告
を
含

む
。
從

っ
て
、
麟
業

報
告
書
を
入
手
す

・る
こ
と
は
分
析
者

に
と
っ
て
は
必
要
鮫
く

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で

あ
る
。
而

し
て
此
等
材
料

の
實
地

に
用
ふ
る
問
題
は
、
其

の
材

料

の
.合
目
的
な

る
滴
用
及
び
利
用

の
中
に
存
す
る
と
同
時
忙
、

斯
く

の
如
き
材
料
を
.認
識
し

、
確
定
七
、
必
要
な

る
場
合
に
其

筈

を
焚
.見
す
・る
能
力
め
中
に
存
す
る
つ
」
從

っ
て
、
分
.析
者
は
貸

借
対
照
表
を
蒐
集
す

る
と
共
に
、
個

々
の
.貸
借
対
照
表
項
目

の

慣
値

に
競

い
て
の
洞
察
を
與

へ
る
材
料
、
即

ち
、
補
充
材
料
は

勿
論

の
こ
と
、
北
界
に
解
明
材
料
締
結
材
料

を
蒐
集

し
、
或

る

暢
合

に
拡
分
析
者
官

ら
材
滑

を
作
成

せ
ね
ぜ
な
ら
ぬ
。
殊

に
取

引

の
計
数

、
消
費
ぜ
し
費
用
、
得

元
る
利
谷
忙
關
し

て
の
計
数

汲

ぴ
説
明
は
償
値
人
な
る
も

の
で
あ
る
。
取
引
所
止
揚
見
込
書

第

三
十
四
巷

八
三
二

第
五
號

占
四
八

に
記
載

さ
れ
た
る
土
地

の
面
積
等

の
解

明
材
料
は

一
見
無
橿
値

の
如
く
思
は
れ
る
が
、然
ら
す

し
て
、
土
地

の
形

に
於

て
存
在
す

る
財
産

の
内
容
を
吟
味
す

る
に
役
立
ち
、
締
結
材
料
は
通
常
維

螢
統
計
を
供
給

す
る
も

の
.で
あ
り
、
多
方
面
な

る
償
値

多
な
材

料
が
得
ら
れ
伽

綾

材
料
に
關
し
て
箋

明
す
る
ま
で
も
な

い
が
、

}
企
業

の
貸
借
射
照
衰
分
.析

に
封
し

て
は
少
ぐ
と
も
前

期

の
貸
借
樹
懶
表
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
過
去
の
貸
借
対

照
表

の

一
系
列
を
入
手
出
来

れ
ば
な
ほ
さ
ら
よ

い
。
過
去

の
貸

借
射
照
表

の
其

れ
忙
射
慮
す

る
計
敬

の
比
較
は

、
批
判

さ
る

べ

き
問
題

と
な
れ

る
計
数
を
特
徴

付
け
、
.尚
そ

れ
以
上
.の
償
値
多

き
刺
激
を
與

へ
る
も
め
で
あ
る
。
.伺
様
.に
同
.
一
.菅
業
部
門

の
他

の
企
業
叉
は
出
來
れ
ば
同

一.大

音
さ

の
企
業

の
.貸
借
対
照
表
を

入
手
す

る
必
要
が
み
る
コ
蓋
し
、
企
業

の
業
績
を
考
察
す
る
に

億
比
較

に
依

っ
て
の
み
可
.儲

で
あ
る
か
ち
で
あ
る
コ
」

五

一

r

堕
.
.
.

.

.

.

.
「

馬

企
業

の
経
螢
経
済
的
諸
關
係
を
判
定
せ
ん
と
す
る
貸
借
対
照

表
分
析
は
一
上

に
述

べ
た
る
が
如
き
、
種

々
な

る
前
提
條
件
ハ
、

換
言
す

れ
ば
、
材
料

の
完
全
性
即
ち
材
料
の
整
頓
(Ω
】す
亀
Ω
.ロ
コ
09
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▲]cs
M
aLena
Ts
)
.

商
柴

的
計
算

制
度
の
形
式
(

.F

主

--i
ll

tiiTan
z

u.
d
e
r
G

ew
in
l)
u
.
V
rcrlustJe
ch
コung
)
及

び

個

々
の

項
目
の
評
傭

(I3ew
erLung
)
並
び
に
材
料
に
及
ぼ
す
季
節
景

東

の
影
響

(S
ais.n･und
d

ieK.n
).Lln
k
turei鳥
usse
a
ur
(I;ts

M
a
teria
l)
を
満
た

す外
に

'貸借
封
照
表
分
析
者
の
個
性
に
駒

す
る
前
捷
催
件

tTvTo
lauSSetZun
gen
i)insict)L]lCh
d
eL･
Pe
rSO
n

de
s

i
3iJa
nz.kh
tik
el/S.)
を
満

た
さ
ね
ば
充
分
の
欺
北
を
収
め
る

こ

と
叡
期

待
出
水
ぬ
所
以
を
明
か
に
し
た
｡
乍
邪

心上
述
せ
る
が

如
き

剛
㍑
倣
件
を
充
分
に
具
備
し
た
い
と
す
る
も
i
此
の
輝
研

究
は
唯
大
量
鶴
架
に
基
い
て
共

の
蓋
然
性
を
見
出
し
得
る
に
過

ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
'
此
に
依
っ
て
'
耗
射
的
に
企
業
鮭
馨
の

鹿
瀬
的
地
位
を
判
定
し
得
る
と
確
信
し
て
は
な
ら
な
い
｡
換
言

す
れ
ば
'
此
の
種
研
究
は
聾
者
及
び
賓
際
家
が
こ
れ
以
外
の
方

法
に
て
荘
確
な
る
も
の
を
費
表
す
塙

迄
'
其
の
償
値
を
保
持
し

9nU

得
る
も
の
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
恕

(
七
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